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内 容 風邪のような症状を引き起こすウイルスはインフルエンザ以外にも 200
種類以上ある。当センターでは、これら呼吸器系ウイルスの県内の流行状

況を解明する研究を行なっている。 
これまでに RSウイルスやヒトメタニューモウイルスについて調査を行

なった。RS ウイルスは好発時期の初冬だけでなく夏にも流行することが
あり、2 歳以下の乳幼児に肺炎や気管支炎を起こすこと、ヒトメタニュー
モウイルスは春先から初夏にかけて流行し、RS ウイルスより少し年齢の
高い子供が感染するが、子供だけでなく高齢者の集団発生もあることなど

を明らかにした。 
現在はライノウイルスやボカウイルスについても調査を行なっている。 
できるだけ多くのウイルスの検査体制を整え、流行状況をつかんでおく

と、新型インフルエンザが侵入してきた場合などに的確な診断が出来、ま

た集団発生が起こった場合の感染拡大防止に役立つ。   
 

 


